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海域の定義

ふくそう海域
東京湾、伊勢湾、瀬戸内海及び関門港（海上交通安全法適用海域又は港則法適用海域）

準ふくそう海域
ふくそう海域を結ぶ東京湾湾口～石廊埼沖～伊勢湾湾口～潮岬沖～室戸岬沖～足摺岬沖
の各海域を経て瀬戸内海に至る海域

関門海峡海上交通センター

来島海峡海上交通センター

備讃瀬戸海上交通センター

大阪湾海上交通センター

東京湾海上交通センター

名古屋港海上交通センター

伊勢湾海上交通センター

東京湾
伊勢湾

瀬戸内海
関門港

潮岬
足摺岬

室戸岬

石廊埼

港内
関門港を除く港域
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海上交通センターの情報提供可能海域

関門海峡海上交通センター来島海峡海上交通センター備讃瀬戸海上交通センター

大阪湾海上交通センター東京湾海上交通センター 名古屋港海上交通センター伊勢湾海上交通センター
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１．海難の状況
1-1．船舶事故隻数の推移

過去10年間の船舶事故の平均隻数は、約2,500隻

平成15～19年の５年平均と平成20～24年の５年平均を比較すると約１割減少
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１．海難の状況
1-2．その他の海域における衝突乗揚事故の位置図

平成15～24年の10年間の総計
ふくそう海域、準ふくそう海域、港内を除く
調査対象海域で発生した衝突乗揚事故

●衝突事故：2,516隻
●乗揚事故： 906隻
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１．海難の状況
1-3．船舶種類別の推移 1-4．船舶種類別の割合

７割が、小型船舶の事故プレジャーボート、漁船による事故が、多い

（過去５年間の合計）

※山陰地方豪雪関連事故を含む
<内訳>
・H22：6隻（漁船2隻、プレジャーボート4隻）
・H23：346隻（漁船215隻、遊漁船8隻、プレジャーボート119隻、その他4隻）

タンカー
410隻 3%

その他
828隻

7%

旅客船
221隻

2%

貨物船
1,617隻

13%

遊漁船
　390隻 3%

漁船
3,782隻  31%

プレジャー
ボート

4,909隻
41%

船舶事故隻数

全12,157隻のうち
小型船舶　9,081隻

※小型船舶
プレジャーボート、漁船、遊漁船
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１．海難の状況
1-5．死者・行方不明者を伴う船舶事故隻数の推移 1-6．死者・行方不明者を伴う船舶事故隻数の割合

９割が、小型船舶の事故

（過去５年間の合計）

※小型船舶
プレジャーボート、漁船、遊漁船

漁船による事故が、多い

プレジャーボートによる事故は、減少傾向
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漁船

プレジャーボート

遊漁船

タンカー

貨物船

その他

遊漁船

    12隻

           5%

貨物船

2隻 1%タンカー

8隻 3%

その他

10隻

4%

プレジャー

ボート

64隻

24%
漁船

169隻

63%

船舶事故隻数

全265隻のうち
小型船舶　245隻
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１．海難の状況
1-7．事故種類別の推移 1-8．事故種類別の割合

事故種類のうち半数が、衝突、機関故障、乗揚げ衝突事故は、減少傾向にあるが依然として多い

（過去５年間の合計）

※山陰地方豪雪関連事故（H22：6隻、H23：346隻すべて浸水）を含む
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衝突

機関故障

乗揚

運航阻害

浸水

推進器障害

転覆

その他

運航阻害

1,333隻 11%

推進器障害

796隻 7%

乗揚

 1,458隻 12%

機関故障

1,826隻

15%

衝突

  3,675隻

30%

その他

 1,564隻

13%

転覆

 543隻 4%

浸水

 962隻 8%

船舶事故隻数

12,157隻
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１．海難の状況
1-9．海域別による船舶事故隻数の推移 1-10．海域別による船舶事故隻数の割合

※ふくそう海域
東京湾、伊勢湾、瀬戸内海及び関門港（海上交通安全法適用海域又は

港則法適用海域）

※準ふくそう海域
ふくそう海域を結ぶ東京湾湾口～石廊埼沖～伊勢湾口～潮岬沖～

室戸岬沖～足摺岬沖の各海域を経て瀬戸内海に至る海域

※港内
関門港を除く港域

４割が、港内で発生

２割が、ふくそう海域で発生

（過去５年間の合計）

※その他の海域
領海外の715隻を含む

港内（関門

港を除く）

4,648隻

38%

ふくそう

海域

2,645隻

22%

その他の

海域

3,876隻

32%

準ふくそう

海域

988隻

8%

船舶事故隻数

12,157隻
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１．海難の状況
1-11．海域別による衝突乗揚事故隻数の推移 1-12．海域別による衝突乗揚事故隻数の割合

４割が、港内で発生

３割が、ふくそう海域で発生

準ふくそう海域は、重大海難の占める割合がやや高い

（過去５年間の合計）

1,417隻
28%

394隻
8%

1,425隻
28%

1,897隻
36%

155隻
40%

129隻
34%

42隻
11%

56隻
15% ふくそう海域

4.0%

準ふくそう海域
10.7%

その他の海域
10.9%

港内
（関門港を除く）

6.8%

衝突乗揚
事故隻数
5,133隻

※外円グラフ：重大海難
※赤字：重大海難の占める割合

※その他の海域
領海外の242隻（重大海難21隻）を含む

※重大海難

死者・行方不明者、沈没・全損、油の流出等を伴う海難
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１．海難の状況
1-13．海域別による衝突乗揚事故隻数の推移

(総トン数100トン以上）
1-14．海域別による衝突乗揚事故隻数の割合
（総トン数100トン以上）

４割が、港内で発生

４割が、ふくそう海域で発生

（過去５年間の合計）

※その他の海域
領海外の715隻を含む

※衝突事故にあっては100トン以上同士に限る）

ふくそう海域

349隻

38%

その他の

海域

108隻

12%
準ふくそう海域

66隻 7%
港内

（関門港を除く）

399隻

43%

衝突乗揚事故のうち
100トン以上の
船舶事故隻数

922隻
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27 26
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２．ふくそう海域における海難の状況
2-1．ふくそう海域における船舶事故隻数の推移

611
666 663

577 593
556
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542
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200

400

600

800
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過去10年間の船舶事故の平均隻数は、約580隻

平成15～19年の５年平均と平成20～24年の５年平均を比較すると約１割減少

５年平均、622隻 ５年平均、529隻



参考資料

12

２．ふくそう海域における海難の状況
2-2．ふくそう海域における船舶種類別の推移 2-3．ふくそう海域における船舶種類別の割合

（過去５年間の合計）

貨物船

562隻

21%

漁船

480隻

18%

その他

188隻

7%

プレジャー

ボート

1,171隻

45%

遊漁船

390隻  3%

タンカー

410隻 3%

旅客船

27隻

1%

船舶事故隻数

2,645隻

※小型船舶
プレジャーボート、漁船、遊漁船

プレジャーボートによる事故が、多い
５割が、プレジャーボート

２割が、貨物船
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213
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225
239

0

100

200

300
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（隻）
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漁船
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遊漁船

旅客船

その他
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２．ふくそう海域における海難の状況
2-4．ふくそう海域における船舶種類別の推移

（総トン数100トン以上）
2-5．ふくそう海域における船舶種類別の割合

（総トン数100トン以上）

（過去５年間の合計）

７割が、貨物船

２割が、タンカー

旅客船 14隻

2%

漁船 3隻 0% その他

103隻

12%

プレジャー

ボート1隻 0%

タンカー

147隻

18%

貨物船

561隻

68%

100トン以上の
船舶事故隻数

829隻

貨物船による事故が、多い
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２．ふくそう海域における海難の状況
2-6．ふくそう海域における事故種類別の推移

（総トン数100トン以上）
2-7．ふくそう海域における事故種類別の割合

（総トン数100トン以上）

（過去５年間の合計）

機関故障

112隻

14%

乗揚

136隻

16%

衝突

491隻

59%

その他

55隻

7%

推進器障害

13隻 2%

運航阻害

11隻 1%
浸水 11隻 1%

100トン以上の
船舶事故隻数

829隻

６割が、衝突

２割が、乗揚げ

衝突事故が、多い
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100

120
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２．ふくそう海域における海難の状況
2-8．情報提供可能海域における事故種類別の推移

（総トン数100トン以上）
2-9．情報提供可能海域における事故種類別の割合

（総トン数100トン以上）

（過去５年間の合計）

※名古屋港海上交通センターを除く

27

17

32

17

33

2

8

26
25

29

0

10

20

30

40

H20 H21 H22 H23 H24

（隻）

衝突（100トン以上
同士以外）
衝突（100トン以上
同士）
機関故障

乗揚

推進器障害

運航阻害

浸水

その他

衝突（100ト

ン以上同士

以外）

126隻

35%

衝突（100ト

ン以上同

士）

90隻

25%

機関故障

67隻

19%

乗揚

38隻

11%

その他

28隻

8%

推進器障害

5隻  1%

運航阻害

4隻  1%

浸水

1隻  0%

100トン以上の
船舶事故隻数

359隻

※衝突（100トン以上同士以外）

100トン未満の船舶、防波堤、灯浮標、漁具等の物件との衝突
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３．準ふくそう海域における海難の状況
3-1．準ふくそう海域における船舶事故隻数の推移
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（隻）

過去10年間の船舶事故の平均隻数は、約220隻

平成15～19年の５年平均と平成20～24年の５年平均を比較すると約２割減少

５年平均、247隻 ５年平均、198隻
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３．準ふくそう海域における海難の状況
3-2．準ふくそう海域における船舶種類別の推移 3-3．準ふくそう海域における船舶種類別の割合

（過去５年間の合計）

プレジャーボート、漁船による事故が、多い ８割が、小型船舶

90 90
99

88

74

59

53

59

67

58

0

20

40

60

80

100

H20 H21 H22 H23 H24

（隻）

プレジャーボート

貨物船

漁船

タンカー

遊漁船

旅客船

その他

タンカー

45隻

   5%

旅客船

5隻

1%
その他

39隻

4%

貨物船

124隻

13%

遊漁船

38隻 4%

漁船

296隻

29%

プレジャー

ボート

441隻

44%

船舶事故隻数

998隻

※小型船舶
プレジャーボート、漁船、遊漁船
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３．準ふくそう海域における海難の状況
3-4．準ふくそう海域における船舶種類別の推移

（総トン数100トン以上）
3-5．準ふくそう海域における船舶種類別の割合

（総トン数100トン以上）

（過去５年間の合計）

貨物船

123隻

61%

タンカー

43隻

22%

その他

20隻

10%漁船

14隻

7%

準ふくそう海域
100トン以上の
船舶事故隻数

200隻

16

25

20

33

29

0

10

20

30

40

H20 H21 H22 H23 H24

（隻）

貨物船

タンカー

漁船

その他

６割が、貨物船

２割が、タンカー

貨物船による事故は、減少傾向
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３．準ふくそう海域における海難の状況

（過去５年間の合計）

3-6．準ふくそう海域における事故種類別の推移
（総トン数100トン以上）

3-7．準ふくそう海域における事故種類別の割合
（総トン数100トン以上）

11

9

10
9

13

10

2
4

12

16

0

5

10

15

20

H20 H21 H22 H23 H24

（隻）

衝突（100トン以上
同士以外）

衝突（100トン以上
同士）

機関故障

乗揚

浸水

推進器障害

運航阻害

その他

衝突（100ト

ン以上同士

以外）

52隻

25%

衝突（100ト

ン以上同

士）

44隻

22%

機関故障

51隻

25%

乗揚

22隻

11%

その他

15隻

8%浸水

  9隻 5%

推進器障害

6隻 3%

運航阻害

1隻 1%

準ふくそう海域
100トン以上の
船舶事故隻数

200隻

※衝突（100トン以上同士以外）

100トン未満の船舶、防波堤、灯浮標、漁具等の物件との衝突
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４．港内における船舶海難の状況
4-1．港内における船舶事故隻数の推移

840

1,080

875
953

900922912

646

920

756

0

200

400

600

800

1,000

1,200

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

（隻）

過去10年間の船舶事故の平均隻数は、約880隻

平成15～19年の５年平均と平成20～24年の５年平均を比較すると約１割増加

５年平均、831隻 ５年平均、930隻
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４．港内における海難の状況
4-2．港内における船舶種類別の推移 4-3．港内における船舶種類別の割合

（過去５年間の合計）

プレジャーボート、漁船による事故が、多い ７割が、小型船舶
２割が、貨物船、タンカー、旅客船

タンカー

　　　147隻

　　　　　　　3%

旅客船

146隻 3%

遊漁船

113隻

2% その他

429隻

9%

貨物船

601隻

13%

漁船

1,213隻

26%

プレジャー

ボート

1,999隻

44%

船舶事故隻数

4,648隻

※小型船舶
プレジャーボート、漁船、遊漁船

375

482

380

437

325

207

251

206
187

362

0

100

200

300

400

500

H20 H21 H22 H23 H24

（隻）

プレジャーボート

漁船

貨物船

タンカー

旅客船

遊漁船

その他
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４．港内における海難の状況

（過去５年間の合計）

4-4．港内における船舶種類別の推移
（総トン数100トン以上）

4-5．港内における船舶種類別の割合
（総トン数100トン以上）

貨物船

595隻

59%
タンカー

137隻

13%

旅客船

66隻

6%

その他

194隻

19%

漁船

30隻 3% 港内（関門港を除く）

100トン以上の
船舶事故隻数

1,022隻

貨物船による事故が、多い

112

99

138
133

113

0

50

100

150

H20 H21 H22 H23 H24

（隻）

貨物船

タンカー

旅客船

漁船

その他

８割が、貨物船、タンカー、旅客船
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４．港内における船舶海難の状況
4-6．港内における事故種類別の推移

（総トン数100トン以上）

（過去５年間の合計）

４割が、衝突（総トン数100トン以上同士）・乗揚げ事故

4-7．港内における事故種類別の割合
（総トン数100トン以上）

57

52

65

34

64

34

64

78
7574

0

20

40

60

80

100

H20 H21 H22 H23 H24

（隻）

衝突（100トン以上
同士）
衝突（100トン以上
同士以外）
乗揚

機関故障

浸水

運航阻害

推進器障害

転覆

その他

衝突（100トン

以上同士以

外） 325隻

32%

その他 153隻

15%

乗揚

154隻

15%

機関故障

60隻 6%

推進器障害

15隻 1%

運航阻害

19隻 2%

浸水 23隻 2%

転覆 1隻 0%

衝突（100トン

以上同士）

272隻 27%

港内（関門港を除く）

100トン以上の
船舶事故隻数

1,022隻

※衝突（100トン以上同士以外）

100トン未満の船舶、防波堤、灯浮標、漁具等の物件との衝突
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５．小型船舶の海難の状況
5-1．小型船舶の事故種類別の推移 5-2．小型船舶の事故種類別の割合

（過去５年間の合計）

※山陰地方豪雪関連事故（H22：6隻、H23：342隻すべて浸水）を含む

※小型船舶
プレジャーボート、漁船、遊漁船

事故種類のうち半数が、衝突、機関故障、運航阻害

343

412

471474
462

276
290 288

268

292

242

247
233

273

251

0

100

200

300

400

500

H20 H21 H22 H23 H24

衝突

機関故障

運航阻害

乗揚

浸水

推進器障害

転覆

その他

（隻）

推進器障害

694隻

8%

その他

1,223隻

13%
転覆

499隻

5%

浸水

841隻

9%

乗揚

1,002隻

11%

運航阻害

1,246隻

14%

機関故障

1,414隻

16%

衝突

2,162隻

24%

小型船舶事故

9,081隻

衝突が、減少傾向
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５．小型船舶の海難の状況
5-3．プレジャーボートの事故種類別の推移 5-4．プレジャーボートの事故種類別の割合

運航阻害

799隻

16%

衝突

761隻

16%

推進器障害

369隻

8%

その他

 643隻

13%
転覆

 249隻 5%

浸水

 419隻

9%

乗揚

615隻

13%

機関故障

1,054隻

20%

プレジャーボート
事故

4,909隻

※山陰地方豪雪関連事故（H22：4隻、H23：119隻すべて浸水）を含む

※プレジャーボート
モーターボート、ミニボート、ヨット、手漕ぎボート、水上オートバイ

220
210

223
213

188

151

177

146

167
158

0

100

200

300

H20 H21 H22 H23 H24

機関故障

運航阻害

衝突

乗揚

浸水

推進器障害

転覆

その他

（隻）

（過去５年間の合計）

機関故障が1,054隻（20％）、運航阻害が799隻（16％）
衝突が761隻（16％）、乗揚が615隻（13％）

機関故障が増加傾向

衝突が減少傾向
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５．小型船舶の海難の状況
5-5．プレジャーボートの事故原因別の推移 5-6．プレジャーボートの事故原因別の割合

不可抗力等
1,015隻

21%

人為的要因
3,894隻

79%
見張り

不十分

724隻

15%
操船不適切

496隻

10%

その他の

人為的要因

722隻

15%

不可抗力等

712隻

15%

材質・構造

不良

303隻 6%

気象海象

不注意

409隻

8%

船体機器

整備不良

764隻

15%

機関取扱不良

779隻

16%

※山陰地方豪雪関連事故（H22：4隻、H23：119隻すべて不可効力等）を含む

※プレジャーボート
モーターボート、ミニボート、ヨット、手漕ぎボート、水上オートバイ

人為的要因によるものが、８割

122

144

164163

186

133

150

149

165167

0

50

100

150

200

250

H20 H21 H22 H23 H24

機関取扱不
良

船体機器
整備不良

見張り
不十分

操船不適切

気象海象
不注意

その他の
人為的要因

材質・構造不
良

不可抗力等

（隻）

（過去５年間の合計）

機関取扱不良、船体機器整備が増加傾向
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５．小型船舶の海難の状況
5-7．漁船・遊漁船の事故種類別の推移 5-8．漁船・遊漁船の事故種類別の割合

※山陰地方豪雪関連事故（H22：2隻、H23：223隻すべて浸水）を含む

※内訳

漁 船：3,782隻
遊漁船： 390隻

※衝突の内訳

漁 船：1,236隻
遊漁船： 165隻

乗揚 387隻

9%

推進器障害

325隻 8%

その他

580隻

14%

転覆

250隻 6%

機関故障

360隻 9%

浸水

422隻

10%

運航阻害

447隻

11%

衝突

1,401隻

33%
漁船・遊漁船

事故

4,172隻

（過去５年間の合計）

228

267

293
310303

0

100

200

300

400

H20 H21 H22 H23 H24

衝突

運航阻害

浸水

乗揚

機関故障

推進器障害

転覆

その他

（隻）

３割が、衝突衝突が減少傾向
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５．小型船舶の海難の状況
5-9．漁船・遊漁船の事故原因別の推移 5-10．漁船・遊漁船の事故原因別の割合

人為的要因によるものが、７割

（過去５年間の合計）

※山陰地方豪雪関連事故（H22：2隻、H23：223隻すべて不可効力等）を含む

※内訳

漁 船：3,782隻
遊漁船： 390隻

206
223

264267272

0

100

200

300

400

500

H20 H21 H22 H23 H24

見張り
不十分

操船不適切

船体機器
整備不良

機関取扱不
良

気象海象
不注意

その他の
人為的要因

材質・構造不
良

不可抗力等

（隻）

不可抗力等
1,349隻

32%
人為的要因

2,823隻
68%

船体機器

整備不良

236隻 6%

気象海象

不注意

158隻 4%

その他の

人為的要因

601隻

14%

材質・構造不良

156隻 4%

不可抗力等

1,193隻

29%

機関取

扱不良

258隻 6%

操船不適切

338隻 8%

見張り

不十分

1,232隻

29%

※見張り不十分の内訳

漁 船：1,084隻
遊漁船： 148隻

見張り不十分が減少傾向
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※漁船登録隻数

漁業統計表（水産庁）より作成

内訳

20 トン未満 ：251,181隻
20 トン～ 100トン： 497隻

100 トン～ 500トン： 947隻

500 トン～ 1,000トン： 28隻

1,000トン～ 5,000トン： 11隻

5,000トン～10,000トン： 1隻

５．小型船舶の海難の状況
5-11．トン階別の漁船事故隻数の推移 5-12．トン階別の漁船事故隻数の割合

（過去５年間の合計）

※遊漁船（390隻の内訳）

20トン未満 ：389隻
20トン～100トン：1隻

20トン未満

3,489隻

93%

20～

 100t

  125隻

      3%

100～

500t

156隻

4%

500～

1,000t

9隻 0%

1,000～

3,000t

1隻 0%

3,000～

10,000t

2隻 0%

漁船事故
3,782隻

９割が、20トン未満の漁船

0
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200

300

400

500
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700
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H20 H21 H22 H23 H24

20トン未満

20～100t

100～500t

500～1,000t

1,000～3,000t

3,000～10,000t

（隻）

40

30

20

10

20トン未満

251,181隻

99%

20トン以上

1,484隻

1%

漁船登録隻数
平成23年現在

252,665隻
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６．小型船舶の安全対策

アンケート結果（平成24年実施）

地域特性に応じたきめ細かな
海難防止活動の認知度

IT等を活用した情報提供及び
安全対策の利用状況

354
74%

125
26%

330

28%
829

72%

知っている 知らない

67

6%

1086

94%

利用したことがある

利用したことがない

108
24%

344
76%

マリーナ等

免許更新講習会

マリーナ等

免許更新講習会

ＭＩＣＳ配信メールサービス 登録者数

平成25年７月１日現在、約14,500人

平
成

年
７
月

23

平
成

年
７
月

25

平
成

年
７
月

24
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７．ＡＩＳの概要

資料：情報通信審議会 情報通信技術分科会 海上無線通信委員会 簡易AIS関連資料（H19.10.25）

補足説明

本体

3分
2kt ≧速力

30秒

速力＞2kt

10秒

14kt≧速力

6秒
23kt≧速力＞14kt

2秒
速力＞23kt）

通報レート

AIS 簡易AIS

※H25.6.24現在、簡易型AISは約15万（表示部あり）～約40万
で販売されており、プレジャーボート限定であれば約7万（表示部

なし）で販売されているものもある。

7-1．簡易型ＡＩＳの概要
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○2011年1月1日までに順次、200トン以上の船舶へのClassB AIS搭
載を義務付け（自国籍船に限る）

○2011年7月までに順次、主要河川（長江、珠江、黄浦江及び京杭運
河）を通航するすべてのコンテナ船・液体貨物運搬船及び100トン以上
のすべての船舶にClassB AIS搭載を義務付け

○東シナ海で操業する漁船に対し、ClassB AIS発信機の搭載を義務付け

中国

○2007年1月から、港内小型船に対してHARTSによる位置通報を義務
化

○2012年1月1日から、AISまたはHARTSを搭載していないすべての動
力船に対し、AIS（ClassAまたはClassB）あるいはHARTSの搭載を義
務付け（自国船及び、定期的にシンガポールに入港する外国船）→これに
より、現在約300～400隻

シンガポール

○スウェーデンでは300トン以上の非国際航海従事船舶及び長さ20m以
上の漁船に対して、ClassA AIS搭載を義務化

○EUでは2009年4月から、加盟国籍の漁船、加盟国内水・領海内で漁
を行う外国漁船及び域内の港に水揚げする外国漁船に対し、ClassA AIS
搭載を義務化

欧州

○イスタンブール海峡を航行する連絡フェリー、長さ20m以上の漁船、
給油／給水船、業務用プレジャーボート（個人所有を除く）に対し、
ClassB AIS搭載を義務化

トルコ ○2011年1月1日より、自国籍の50トン以上の船舶すべてにClassA
AISの搭載を義務化

韓国

○船舶設備規定第146条の29・国際航海に従事する旅客船・国際航海に
従事する300トン以上の船舶・国際航海に従事しない500トン以上の船
舶→SOLASの求める「国際航海に従事しない500トン未満の旅客船」に
ついては非適用

○実態上は、500トン未満の内航船舶でもAISを自主的に搭載する船主も
少なくない

日本

8％20,70891シアトル

13％34,833190東京湾

17％46,140395シンガポール

7％19,167153ロッテルダム

5％14,331120大阪湾

スロット使用率データ受信数受信隻数地域

○国際航海に従事する全オイルタンカー、150トン以上の客船、 300ト
ン以上の船舶及び船体長20m以上の船舶（漁船、小型客船を除く）に対
してClassA AIS搭載を義務化

○VTSセンターエリア内を航行する船体長8m以上のえい航船、船体長
20m以上の船舶（漁船、小型客船を除く）及び150名以上の乗客を乗せ
ることのできる客船に対し、ClassA AIS搭載を義務化

アメリカ

地域毎のAISスロット輻輳状況

７．ＡＩＳの概要

資料：海事の国際的動向に関する調査研究事業報告書（海上安全） 社団法人日本海難防止協会（H23.4）

7-2．各国のＡＩＳ搭載義務の状況
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